
１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

№106

　 市民まちづくり推進部　市民参加・協働推進課

差引

統括責任者（自治会長）

委託料

その他

114.67%

備考項目

指定管理期間

利用区分等

収
入

2,917

利用料金　 平成28年4月1日から令和8年3月31日まで

・下堀コミュニティセンターの利用許可に関する業務
・下堀コミュニティセンターの施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分

市

管理担当

0

自治会会計より他

扇風機、椅子

修繕費

計

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

賃借料 20,000

利用料 190,000

その他収入

項目 予算額
229,923

指定管理者（R元年度）
備考

250,000

R元決算額

下堀自治会

上田市下堀コミュニティセンター施設名称

指定管理者名

計 440,000 389,131

当番による

400,213

170,290

440,000

H30決算額

設定目標値
一般利用者

作業項目 作業内容 回数

年1回

毎利用時
毎月

歳
入

0

実施日

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
3,345

年1回消防訓練

館内の清掃
全館清掃
防火管理者による点検
法定点検
建物火災に対する消火訓練

消防設備点検
消防設備点検

日常清掃
定期清掃

毎利用後
月1回
随時

実施状況

委託業者による
18名参加

利用者による

32,400

12,176

トイレ・台所用品

計 0

消耗品費

翌年度繰越 0 0

管理部門の統括、総務業務

実績 職務内容等

総務業務補佐、経理担当

差引 11,082

1

消防設備点検

モップ

30,000 3,448

41,830100,000

光熱水費

40,000

250,000 279,037

20,240

0

歳
出

0

1

換気口他

計画

1 1
1

全館の運営を統括

計

会計担当

役職等
1



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
・自治会が自治会住民のみを対象として行う行事等や、スポーツクラブ主催の事業が
中心の利用形態となっている。

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

収入
予算額 決算額

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

備品の管理状況

業務の再委託

判　断　基　準 評価

内容開催日時 参加者数

支出
項目

事業・イベント名
なし

0 計0計

備考

差引

予算額 決算額 備考

0 0

0 0

項目

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

第三者への業務委託は適正に行われているか。

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

○

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）
評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

○

従業員の施設利用者への対応

労働時間

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

利用料金(使用料)の取扱状況

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

帳票類の保管等

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

評価項目 判　断　基　準

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

評価項目

収入の状況

評価

○

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

判　断　基　準

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

支出の状況 ○

○

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

評価

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

○

法定帳簿

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

なし

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

評価項目

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○緊急・災害時への対応

○

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○

評価

○

判　断　基　準 評価

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・利用を高めるように各方面に呼び掛けを行った。
・施設の管理を常に心掛け、備品チェック補充等にも気配りをするよう努めた。

・注意書きを貼り、使用報告書内チェック欄に記入をお願いして消し忘れ等の防止に
努めた。

・花と緑の街づくり協議会に協力してもらい、草取り、花木の剪定等を行った。

・経費削減
・利用料の確保

・経費削減
・利用料の確保

・なし

・なし

③その他

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

②経費節減に対する取り組み

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

№107

利用区分等

収
入

1,608

市

97.57%

備考項目

利用料金   平成28年4月1日から令和8年3月31日まで

・上田市まほろばの里交流会館の利用許可に関する業務
・上田市まほろばの里交流会館の施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

　 市民まちづくり推進部　市民参加・協働推進課

差引 0 0

管理部門の統括、総務業務

実績 職務内容等

総務業務補佐、経理担当
管理担当

0差引

矢沢自治会

上田市まほろばの里交流会館施設名称

指定管理者名

計

65,000

802,000 618,830

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

修繕費 150,000

自治会会計他

灯油代18,700円

消耗品費

618,830

H30決算額

設定目標値
一般利用者

612,830

利用料 10,000

その他収入

項目 予算額
6,000

有線、公衆電話

計802,000

作業項目 作業内容 回数 実施日

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
1,569

指定管理者（R元年度）
備考

792,000

R元決算額

歳
入

0

館内の清掃
全館清掃
防火管理者による点検
法定点検消防設備点検

消防設備点検
年2回

毎利用時
毎月

日常清掃
定期清掃

毎利用後
月1回
随時

実施状況

委託業者による

利用者による
当番による

計画

65,000

会計担当 1

役職等
統括責任者（自治会長）

委託費

固定資産税他

通信費

計

消防設備点検

障子

389,429

10,988

1

63,888

72,700

1

420,000

62,000 67,978

13,84740,000

全館の運営を統括

0

1 1
1

光熱水費

0

歳
出

0

0計



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
・自治会が自治会住民のみを対象として行う行事等や、スポーツクラブ主催の事業が
中心の利用形態となっている。

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

報告書等の提出

評価項目

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

判　断　基　準 評価

内容

備考
収入

予算額 決算額
支出

参加者数事業・イベント名
なし

開催日時

0 計0

項目項目

計 0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

支出の状況

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の施設利用者への対応

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

○

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

評価

なし

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

○緊急・災害時への対応

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

施設管理上の秘密の保持等



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・利用後の後片付け・ゴミの持ち帰りの徹底を呼び掛け、
次の利用者が利用しやすい状態を保つよう努めた。

・利用後の点検の徹底を呼び掛け、節電・節水に努めた。

・施設の経年劣化の進行

・なし

・なし
②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

№108

　 市民まちづくり推進部　市民参加・協働推進課

差引

統括責任者（自治会長）

賃借料

保険料他

97.91%

備考項目

指定管理期間

利用区分等

収
入

6,647

利用料金   平成28年4月1日から令和8年3月31日まで

・上田市古戦場公園コミュニティセンターの利用許可に関する業務
・上田市古戦場公園コミュニティセンターの施設、設備等の維持管理に関する
業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分

市

計画

会計担当 1 1

役職等

1
全館の運営を統括1

管理担当

0

自治会会計より

修繕費1,598円

消耗品費

計

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

清掃手当 160,000

利用料 7,680

その他収入

項目 予算額
7,680

指定管理者（R元年度）
備考

596,320

R元決算額

下之条自治会

上田市古戦場公園コミュニティセンター施設名称

指定管理者名

計

26,000

604,000 605,453

太神楽保存会による

605,453

597,773

604,000

H30決算額

設定目標値
一般利用者

作業項目 作業内容 回数

年1回

歳
入

0

実施日

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
6,508

全館清掃
全館清掃
防火管理者による点検
法定点検消防設備点検

消防設備点検 毎利用時

日常清掃
定期清掃

毎週1回
年1回
随時

実施状況
当番による

84,760

7,498

有線

計 0

カラオケ

18,000 18,000

10,98010,000

光熱水費

90,000

300,000 324,215

160,000

1

通信運搬費

0 0

管理部門の統括、総務業務

実績 職務内容等

総務業務補佐、経理担当

差引 0

1

0

歳
出

0計



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
・自治会が自治会住民のみを対象として行う行事等や、スポーツクラブ主催の事業が
中心の利用形態となっている。

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

収入
予算額 決算額

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

備品の管理状況

業務の再委託

参加者数

判　断　基　準 評価

内容事業・イベント名
なし

開催日時

項目
支出

項目

0 計0計

備考

差引

予算額 決算額 備考

0 0

0 0

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

第三者への業務委託は適正に行われているか。

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

○

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

○

従業員の施設利用者への対応

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

労働時間

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

帳票類の保管等

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

評価項目 判　断　基　準

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

評価項目

収入の状況

評価

○

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

判　断　基　準

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

支出の状況 ○

○

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

評価

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

○

法定帳簿

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

なし

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

評価項目

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○緊急・災害時への対応

○

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○

評価

○

判　断　基　準 評価

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・定期的な清掃により館内を清潔に保つよう心掛けた。

・電気・ガスの使用を必要最低限とするよう呼び掛けた。

・週1～2回自治会長による館内外の点検を実施した。

・なし

・なし

・なし

③その他

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

②経費節減に対する取り組み

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

№109

　 市民まちづくり推進部　市民参加・協働推進課

0計

1

清掃

100,000

1

0

歳
出

差引 0

1

0

140,000

0

1

500,000

120,000

計画

会計担当 1

役職等
統括責任者（自治会長）

委託料2

通信運搬費

計

消防点検

コピー機、モップ

631,161

107,046

50,000

67,665

90,267

光熱水費

70,000委託料1

電話・有線

120,000

消耗品費

1,086,139

実施状況

委託業者による

役員・サークル

利用者による
清掃委託者による

備考

毎利用時日常清掃
定期清掃

毎利用後
月4回

定期清掃
12月年1回

年1回 6月

年2回

対前年比(%)

自治会会計より

歳
入

計1,050,000

一般利用者

1,080,139

消防設備点検

館内清掃
全館清掃
全館清掃
防火管理者による点検
法定点検

消防設備点検

3,635

決算額

H30年度実績 R元年度実績

利用料 5,000

その他収入

項目 予算額
6,000

H30決算額

設定目標値

指定管理者（R元年度）
備考

1,045,000

R元決算額

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

賃借料

下室賀自治会

上田市下室賀コミュニティセンター施設名称

指定管理者名

計

140,000

作業項目 作業内容 回数 実施日

1,050,000 1,086,139

無料施設   平成28年4月1日から令和8年3月31日まで

・上田市下室賀コミュニティセンターの利用許可に関する業務
・上田市下室賀コミュニティセンターの施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

市

100.66%

管理担当

0

1

差引 0 0

管理部門の統括、総務業務
全館の運営を統括

利用区分等

収
入

3,611

項目

実績 職務内容等

総務業務補佐、経理担当



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
・自治会が自治会住民のみを対象として行う行事等や、スポーツクラブ主催の事業が
中心の利用形態となっている。

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

支出

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

0 0

0 0差引

0 計0

項目

計

備考
収入

予算額 決算額 予算額 決算額 備考項目

事業・イベント名
なし

開催日時 参加者数

判　断　基　準 評価評価項目

内容

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

○

○

評価項目

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

○

○

評価

評価

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

判　断　基　準

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

評価項目

経理事務

支出の状況

従業員の施設利用者への対応

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

労働時間

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

労働条件の明示

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

評価

○

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

評価

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

なし

判　断　基　準



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・清潔に使用できるよう清掃を心がけた。

・利用者に対し経費節減を周知した。
・ガス・エアコン等の使用時は使用簿へ記入することで光熱水費の節減に努めた。

・使用簿により使用状況を把握した。

・なし

・なし

・なし

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

②経費節減に対する取り組み



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況
計画

会計担当 1 1

75.56%

備考項目

指定管理期間

利用区分等

収
入

6,485

利用料金   平成26年4月1日から令和6年3月31日まで

・上田市染屋交流センターの利用許可に関する業務
・上田市染屋交流センターの施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分

市

役職等

1
全館の運営を統括1

0

歳
出

管理担当

0

光熱水費 300,000 436,852

42,800

間仕切り

0

自治会会計より

修繕費

計

消防点検他

30,000 142,309

22,000200,000

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

雑費 242,000

利用料 10,000

その他収入

項目 予算額
0

指定管理者（R元年度）
備考

762,000

R元決算額

染屋自治会

上田市染屋交流センター施設名称

指定管理者名

計 772,000 643,961

隣組による

643,961

643,961

772,000

H30決算額

設定目標値
一般利用者

作業項目 作業内容 回数

年1回

毎利用時

歳
入

0

実施日

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
4,900

館内清掃
全館清掃
防火管理者による点検
法定点検消防設備点検

消防設備点検

日常清掃
定期清掃

毎利用後
月1回
随時

実施状況

委託業者による

利用者による

計 0

0

管理部門の統括、総務業務

実績 職務内容等

総務業務補佐、経理担当

差引 0

1

差引

統括責任者（自治会長）

0計

1

消耗品費

№110

　 市民まちづくり推進部　市民参加・協働推進課



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
・自治会が自治会住民のみを対象として行う行事等や、スポーツクラブ主催の事業が
中心の利用形態となっている。

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

決算額

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

収入
予算額

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

評価項目

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

判　断　基　準 評価

0 計0計

報告書等の提出

備品の管理状況

業務の再委託

参加者数事業・イベント名
なし

開催日時

項目
支出

項目

内容

備考

差引

予算額 決算額 備考

0 0

0 0

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

第三者への業務委託は適正に行われているか。

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

○

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）
評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

○

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

安全衛生

労働時間

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

帳票類の保管等

従業員の施設利用者への対応

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

評価項目

収入の状況

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

評価項目 判　断　基　準

評価

○

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

○

判　断　基　準

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

支出の状況 ○

○

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

安全衛生の管理体制は適正か。

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

評価

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

○

法定帳簿



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

なし

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。

○緊急・災害時への対応

○
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

評価項目

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○

評価

○

判　断　基　準 評価



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・回覧や関係団体への呼びかけにより利用者増加を図った。
・飲食を伴う利用の際は利用後のゴミの持ち帰りを徹底した。

・冷暖房の使用は有料として電気・ガス代の節減を促した。

・老人会の協力により館外の清掃・環境美化に努めた。

・なし

・利用者による利用後の施錠及び暖房器具の消火を徹底するよう努める。
・消防訓練や避難訓練の実施

・なし

・なし

③その他

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

②経費節減に対する取り組み

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）
昨年度と比較し利用回数が増加しており、必要な方々に利用されている。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

№111

   福祉部　高齢者介護課

利用区分等

収
入

7880

市

129.49%

備考項目

無料施設   平成28年4月１日から令和3年3月31日

・東塩田老人集会場の利用許可に関する業務
・東塩田老人集会場の施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

差引 0 0

管理部門の統括

実績 職務内容等

経理担当
管理担当（非常勤）

0

東塩田地区自治会連合会

東塩田老人集会場施設名称

指定管理者名

計

30,000

200,000 143,399

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

燃料費 12,000

消耗品費

143,399

H30決算額

200,000

作業項目 作業内容 回数 実施日

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
101

指定管理者（R元年度）
備考 R元決算額

設定目標値
会議等各種団体使用

館内外の清掃
下水道の整備

定期清掃
定期清掃

自治会負担金 200,000

項目 予算額
143,399

１２回
２回

歳
入

0

月１回
実施状況

自治会、消防団
自治会、消防団

光熱水費

計画

50,000

会計担当（非常勤） 1人

役職等
統括責任者（非常勤）

修繕費

その他管理費

通信運搬費

計

90,147

2,406

1人

101,000

5,000

3,6402,000

全館の運営を統括

0

歳
出

計 0

0計

差引 0

1人 1人
1人

9,726

1人

37,480



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

評価項目

内容

備考
収入

予算額 決算額
支出

判　断　基　準 評価

参加者数事業・イベント名 開催日時

0 計0

項目項目

計 0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

支出の状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の施設利用者への対応

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

労働時間

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

評価

判　断　基　準

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

評価項目

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

・毎月、各自治会と消防団にて当番制で清掃を実施している。（建物の内部、外部及び敷地
内の清掃を行い記録簿にを記帳）
・12月には全自治会役員による大掃除を実施。
・8月に大型扇風機を購入し、涼しい環境で利用いただいている。

・電気や水道の経費削減を促す貼り紙をし、エネルギー消費節減に務めている。

・古い石油ファンヒーターが壊れたため廃棄し、新品１台を購入した。
・昨年の消防立入検査の違反指摘事項については、消防の分団長を防火管理者とし、消防計
画を立てることで地元消防団との合意を取付け、改善実施できた。

・建物の老朽化が著しい。

・今年度は昨年度に比べ利用が増えたので、今後も快適に使っていただけるよう努める。

・特になし。

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

№112

計 0 0

0

旅費交通費

561,000

差引 967,379

51,000

562,000 503,766

1,471

72,000

21,000

32,660

27,528

予備費 649,900

歳
出

㈱ダスキン

300,000

決算額

H29年度実績 H30年度実績 対前年比(%)

指定管理者（R元年度）
備考

500,000

財産区より 300,000

自治会より

項目

専門業者によるワックス清掃・ワックス清掃

・消防設備点検 ４月
４月1回／年

作業項目 作業内容 回数 実施日

㈲千曲防災システム

2日に1回以上
8/11、12/3

・日常清掃
・定期清掃

委託事業者による清掃

自治会役員による清掃

1回以上／2日
2回／年
1回／年

実施状況
センター内の日常清掃
自治会役員による全館清掃
有資格者による点検

計

積立金 350,000 0

衛生費 140,000 62,100

委託費 390,000 380,000

保険料 31,000 13,200

人件費 31,000 30,000

会議費 41,000 31,752

営繕費 210,000 73,053

予算額
1,123,154

計

R1決算額

歳
入

02,610,000

400,000 400,000

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

雑費 150,000

消耗費

2,815,937

燃料費

水道光熱費

H30決算額

設定目標値

500,000

前期繰越金 980,000

市
備考項目

別所温泉自治会連合会

上田市別所温泉センター施設名称

指定管理者名

計 2,610,000 1,848,558

差引 0 00

利用料金　 平成28年4月1日から令和3年3月31日

 　①施設及び設備の維持管理に関する業務（建物等安全管理業務、建物等清掃
     業務、日常点検及び定期点検など）
   ②施設の運営に関する業務（観光案内業務、施設等の利用に係る相談等に関する
     業務など）
   ③指定管理者に付帯する業務（市への提出書類作成、連絡調整業務など）
   ④自主事業

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

   商工観光部　観光課

利用区分等

収
入

43,128

旅館組合より 300,000 300,000

観光協会より

センター使用料 40,000 12,710

雑収入 90,000 180,073



４．職員の配置状況

５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考備考
収入

予算額 決算額

0 計0

項目項目

役職等

計

支出

計画

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容

評価項目

実績 職務内容等

判　断　基　準 評価

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

○

○

○

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

報告書等の提出

従業員の配置状況



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○

法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。

○

○

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。

判　断　基　準

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

支出の状況

○

従業員の施設利用者への対応

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

従業員の労働条件(2)

評価

○

○

○

○

○

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

○料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容



(5)安全対策・危機管理

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

評価項目

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

判　断　基　準

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

評価



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

・別所温泉センター内の自治会事務所を玄関付近に移転し来客者（利用者及び観光者）の問
い合わせや対応を改善し利便性を強化した。
・利用者団体の会議催事の際に会議室利用の調整を図り利用ニーズに合わせた対応を強化し
た。

・電気、灯油燃料消費節減対策として会議、催事開始前の準備時間に際し、過度の準備時間
前の電気、ストーブのスイッチONを制限、注意喚起を呼びかけ節減協力を広報した。
・展示室の電気設備をLEDに切り替え節電した。

・館内の備品、器具の故障や不備がないか点検を毎月実施した。

・センター屋根の雨漏り修理及び樋の修理を要望したい。
・灯油備蓄タンクの設置場の屋根工事を申請したい。
・2Fトイレの便座を改善してほしい要望があった。

・館内歴史資料館への来客人数が減少しているので、展示作品の選定増加等検討し、利用者
増加対策を講じたい。

・冬季に歴史資料館に訪れた観光客から寒い会館で資料見学をしていられないとの苦情が
あった。
・観光案内が不十分との指摘があった。



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

№113

利用区分等

収
入

1,849

料金制導入区分指定管理期間

   農林部　森林整備課

差引 0 0

実績 職務内容等

市

122.34%

上田市室賀健康増進センター施設名称

指定管理者名

計 0 168,982

利用料金   平成28年4月1日から令和3年3月31日

利用許可に関する業務
施設・設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

修繕工事費

電気料

168,982

H30決算額

設定目標値
利用者数

上室賀自治会

作業項目 作業内容 回数 実施日

50,082

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
2,262

指定管理者（R元年度）
備考 R元決算額

65,400

利用料

備考項目 予算額
53,500

随時日常的な清掃日常清掃

項目

歳
入

0計 0

自治連負担

照明電気代（利用者負担）

0

実施状況
自治会役員が実施

ダスキン他

計画役職等
常駐職員の配置なし

防火管理者手当

上下水道料

計

消防法による管理者

15,322

39,652

66,678

0

歳
出

0計

44,330

3,000

差引 00



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

内容

備考
収入

予算額 決算額
支出

0

参加者数事業・イベント名 開催日時

0

項目項目

計 0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考

計

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

利用者満足度の把握

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○

従業員の施設利用者への対応

評価項目 判　断　基　準

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定

支出の状況

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

提供サービスの内容

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

36協定が適正に締結されているか。

○

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

労働時間

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

評価

評価項目 判　断　基　準

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

・利用申請書等書類関係申請BOXを内部に新規設置した。特定の場所に出向かなくても処理
が容易と好評。
・体育館内の無駄な張り紙の撤去。

・トイレットペーパーについて定期的に補充することにしたところ、無駄遣いが無くなっ
た。

・特になし。

・使用料金と管理固定費の差の乖離。

・多くの市民が手軽に利用できるよう努める。

・特になし。

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

0

168,120 ガラス修繕外

0計

差引 0

1人 1人
2人2人
1人

480,000 791,881

020,000

統括

962,520

歳
出

実施状況

専門業者委託

利用者利用後に実施

自治会役員により実施

計画

受付担当（自治会長） 1人

役職等
統括責任者（自治会長）

手数料

維持費

計

随時
年1回以上
1年1回以上

343
574

400
450

203
460

59.18%
80.14%

歳
入

0

日常清掃
定期清掃
有資格者による法定点検消防設備点検 9月9日

随時
7月

管理業務
管理業務

計

修繕料

500,000

作業項目 作業内容 回数 実施日

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
2,860
1,114

指定管理者（R元年度）
備考

250,000

R元決算額

設定目標値
農事研修室
料理実習室

第三会議室
多目的ホール

557,881

利用料金 250,000

自治会繰出金

項目 予算額
234,000

第一会議室
第二会議室

角樋清掃

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

委託料

工事費

委託料

791,881

30

H30決算額

管理部門（副自治会長・会計担当）

0

富士山中組自治会

上田市塩田構造改善センター施設名称

指定管理者名

計 500,000 791,881

34,000 特殊建築物定期点検

680,400 空調機交換

80,000

職務内容等

利用許可業務

利用料金   平成28年4月1日から令和3年3月31日

   ・上田市塩田構造改善センターの管理運営に関する業務
   ・富士山中組自治会の地域全般にわたる行事の推進
   ・明るい地域づくりに係る事業の推進

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

差引 0 -962,520

施設の管理、状況把握等

実績

利用区分等

収
入

1,896
4,2232,200

9,392 106.45%
200

10,000

600

市

67.72%

8,823

備考項目

58.76%

№114

   農林部　農政課



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考

0 計0

項目項目

計

事業・イベント名 開催日時 参加者数

判　断　基　準 評価

内容

備考
収入

予算額 決算額
支出

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

評価項目

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

○

○

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

労働時間

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

支出の状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の施設利用者への対応

判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

評価項目

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

評価

判　断　基　準

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

②経費節減に対する取り組み

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

　従来から、予約から使用、料金支払いまでワンストップで出来ており、利用者から大変好
評です。特に、多目的ホールの稼働率は極めて高く、地域の大勢の子供達に利用されていま
す。今後も利用しやすい施設を目指し、維持管理に万全を期してまいりたい。

　冷暖房の使用は、出来る限り控えるよう努めており、今後も経費節減に取り組んでまいり
たい。

　令和元年度収支内訳のとおり、収入234千円に対し光熱水費等による支出が790千円程と約
556千円のマイナスが生じています。これが、今後も中組自治会の一般会計から支出される
ことになり、財政負担が増上し自治会運営に支障をきたすことが懸念されます。対策として
は利用料金の値上げが必要と思われますが、市におかれても何らかの支援を検討できないで
しょうか。

　建築から20数年が経過し、部分的に損傷が目立つようになりました。その都度市に連絡し
適切に修理等の対応をしていただき感謝しております。今後は、外壁や設備関係で手当てが
必要と思われます。

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

備考

2

項目

26.79%

利用料金　 平成28年4月1日から令和3年3月31日

   ・上田市多目的研修集会施設真家山会館の管理運営に関する業務
   ・東前山自治会の地域全般にわたる行事の推進
   ・明るい地域づくりに係る事業の推進

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

利用区分等

収
入

56
1,160800

差引 0 0

館内の管理、状況把握等

実績 職務内容等

利用許可業務

管理部門（副自治会長・会計）

0

東前山自治会

上田市多目的研修集会施設前山会館施設名称

指定管理者名

計 630,000 580,282

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

備品費

580,282

9

H30決算額

設定目標値
多目的ホール
講話室

2階和室
料理実習室

551,970

利用料金 20,000

自治会繰出金

項目 予算額
28,312

計630,000

作業項目 作業内容 回数 実施日

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
1,236

15

指定管理者（R元年度）
備考

610,000

R元決算額

歳
入

0

利用者による館内清掃
館内の定期清掃
館外の定期清掃管理業務 随時

随時
随時

管理業務
管理業務

随時
毎月1回
毎月1回

実施状況

自治会衛生部が実施

利用者が実施
組合員が実施

57
450.00%
154.05%

400
20

10

市

106.55%

37

計画

受付部門（副自治会長） 1人

役職等
統括責任者（自治会長）

管理費

計

2人
1人

530,000 580,282

0100,000

統括

差引 0

1人 1人
2人

0

歳
出

0

0計

№115

　 農林部 農政課

農業経営研修室 700
会議室 400

973
346

929
629

95.48%
181.79%



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

参加者数 内容

備考
収入

予算額 決算額
支出

事業・イベント名 開催日時

0 計0

項目項目

計 0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

○

従業員の施設利用者への対応

評価項目 判　断　基　準 評価

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

○

○

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

○

判　断　基　準

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

支出の状況

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

評価

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

評価項目 判　断　基　準

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

節電・節水等を常に心がけています。

　子供から高齢者、男女を問わず、幅広く楽しめる環境づくりを行う。
（吹き矢、ダーツ、卓球、ボッチャ競技を予定）

・駐車場スペースが狭い。
・1階和室の畳をイスとテーブルにしてほしい。

（小会議室はイストテーブル対応に変更済です）

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

　毎年発行している「東前山自治会だより」に評議員と健康推進員を中心に各クラブ・サー
クルの開催日程をお知らせして、誰でも気軽に大勢の皆さんに参加していただける取り組み
をしています。（おたっしゃ教室、いきいきサロン、カラオケクラブ、将棋・囲碁・麻雀ク
ラブ等）

　前山会館の建屋が老朽化しており、今後の維持管理が大変です。また、建屋全体の耐震強
度等の点検をお願いします。

　自治会全体の会議等大勢が集まる時には2階大ホールを使用しますが、その際、特に高齢
者の方は階段を上って2階大ホールに行かれますが、足腰に負担がかかり非常に不都合を感
じます。益々高齢化が進む中で、このことが大きな課題と考えます。

②経費節減に対する取り組み

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

0

0計

差引 0

180,370

12,386

53,000

251,052

51,424

0

歳
出

計

実施状況
自治会役員が実施

電話、有線代

計画役職等
常駐職員の配置なし

営繕費

法定費用

電気、ガス、灯油代

計

70,867

随時

歳
入

0

日常的な清掃日常清掃

自治会負担

項目 予算額
619,099

0

作業項目 作業内容 回数 実施日

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
806

指定管理者（R元年度）
備考 R元決算額

設定目標値
利用者数

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

施設管理、ダスキン

上下水道料

619,099

H30決算額

0

上室賀自治会

上田市室賀基幹集落センター施設名称

指定管理者名

計 0 619,099

職務内容等

利用料金   平成28年4月1日から令和3年3月31日

利用許可に関する業務
施設・設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

差引 0 0

実績

利用区分等

収
入

1,549

市

52.03%

備考項目

№116

　 農林部　森林整備課



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考

0 計0

項目項目

計

事業・イベント名 開催日時 参加者数

判　断　基　準 評価

内容

備考
収入

予算額 決算額
支出

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

評価項目

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

労働時間

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

○

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

支出の状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の施設利用者への対応

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

評価項目

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

評価

判　断　基　準



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

②経費節減に対する取り組み

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

・夜間利用者増加のため、玄関施錠後に自動感知式の照明を設置した。

・全ての照明器具スイッチに名称表示を行い、無駄な照明点灯を行わないようにした。

・研修室の障子紙の張替えを行いました。

・和室を高齢者が使用する場合、椅子の使用を希望されるが和室では使用不可であるため、
今後は使用できるよう改善を進めたい。

・施設老朽化に伴う不具合箇所の早期修繕。

・特になし

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）
利用者数は前年度比547人と大幅な増加となっている。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

№117

   丸子地域自治センター　地域振興課

0

歳
出

0

0計

差引 583,775

461,000

2,000 19,454

328,572457,000

予備費

計画役職等

事務費

計

0

100,000

実施状況

備考

館内一斉定期清掃
防火管理者点検
法定点検消防設備点検 6月、11月

毎月2回清掃業務
消防設備点検

24
2
2

作業項目 作業内容 回数 実施日

200,000

0

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
3,932

指定管理者（R元年度）
備考

567,197

R元決算額

歳
入

0

200,000

利用料金 52,800

前期繰越金

項目 予算額
64,600

計

地元負担金

雑収入 3 4

920,000

項目

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

管理費

931,801

繰入金

0交付金

H30決算額

設定目標値
利用者数

567,197

下長瀬自治会

上田市コミュニティセンター下長瀬施設名称

指定管理者名

計 920,000 348,026

差引 0 0

実績 職務内容等

0

利用料金　 平成28年4月1日から令和3年3月31日まで

・センターの施設等の利用に関すること。
・センターの施設等の維持管理に関すること。
・自治会員の生活等に関わる活動(文化活動、各種行事の開催)に関すること。

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

利用区分等

収
入

100,000

3,385

市

116.16%



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考

0 計0

項目項目

計

事業・イベント名 開催日時 内容

備考
収入

予算額 決算額
支出

参加者数

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

○

○

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

支出の状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の施設利用者への対応

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

評価項目 判　断　基　準

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

◎

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

評価

地域への貢献度 地域福祉の増進に貢献しているか

利用者の安全対策の状況

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

自治会会員からの要望・意見に対しては、自治会役員等を通じて随時対応している。

特になし

②経費節減に対する取り組み

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）
利用者は前年度比△164人の減少となっている。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

№118

　 丸子地域自治センター　地域振興課

利用区分等

収
入

4,336

市

96.22%

備考項目

利用料金   平成28年4月1日から令和3年3月31日まで

・センターの施設等の利用に関すること。
・センターの施設等の維持管理に関すること。
・自治会員の生活に関わる活動（文化活動、各種行事の開催）に関すること。

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

差引 0 0

実績 職務内容等

0差引

石井自治会

上田市コミュニティセンター塩川施設名称

指定管理者名

計 715,000 1,052,710

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

管理費

1,052,710

光熱費、防災費等

H30決算額

設定目標値
利用者数

1,006,550

利用料 100,000

その他

項目 予算額
46,160

事務用品、保険等

計715,000

作業項目 作業内容 回数 実施日

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
4,172

指定管理者（R元年度）
備考

615,000

R元決算額

歳
入

0

館内定期清掃
防火管理者点検
法定点検消防設備点検 2月

毎月1回
2月

清掃業務
消防設備点検

12
1
1

実施状況

計画役職等

事務費

計

138,000 355,779

696,931577,000

0

その他

0

歳
出

0

0計



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

報告書等の提出

評価項目

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

判　断　基　準 評価

内容

備考
収入

予算額 決算額
支出

参加者数事業・イベント名 開催日時

0 計0

項目項目

計 0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

支出の状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

法定帳簿

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の施設利用者への対応

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

○

○

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

◎

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

評価

地域への貢献等 地域福祉の増進に寄与しているか

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

○緊急・災害時への対応

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

施設管理上の秘密の保持等



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

施設外、駐車場の整備を実施した。（除草）
植木の剪定を実施した。

特になし

特になし

特になし

特になし

自治会会員からの要望・意見に対しては、自治会役員等を通じて随時対応している。

特になし
②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）
利用者数は前年度比△242人の減少となっている。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

№119

   丸子地域自治センター　地域振興課

0

歳
出

0

0計

差引 0

館内LED化工事費

57,000 59,569

385,783490,000

その他

計画役職等

事務費

計

261,576

実施状況

備考

館内定期清掃
防火管理者点検
法定点検防火設備点検

毎週
設備使用時

清掃業務
防火設備点検

2

作業項目 作業内容 回数 実施日

621,928

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
5,613

指定管理者（R元年度）
備考

2,000

R元決算額

歳
入

非営利目的

0

473,000

利用料金 72,000

雑収入

項目 予算額
85,000

有線、保険等

計

その他

547,000

項目

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

自治会会計より

管理費

706,928

小規模修繕、光熱費等

H30決算額

設定目標値
利用者数

0

飯沼自治会

上田市コミュニティセンター熊の森施設名称

指定管理者名

計 547,000 706,928

差引 0 0

実績 職務内容等

0

利用料金　 平成28年4月1日から令和3年3月31日まで

・センターの施設等の利用に関すること。
・センターの施設等の維持管理に関すること。
・自治会員の生活等に関わる活動（文化活動、行事の開催）に関すること。

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

利用区分等

収
入

5,855

市

95.87%



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考

0 計0

項目項目

計

事業・イベント名 開催日時 内容

備考
収入

予算額 決算額
支出

参加者数

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

○

○

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

支出の状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の施設利用者への対応

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

評価項目 判　断　基　準

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

○

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

評価

地域への貢献等 地域福祉に増進しているか。

利用者の安全対策の状況

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

和室会議室の障子の貼り替えをした。
センター屋根、雨樋の掃除をした。
センター周囲の清掃をした。

特になし

特になし

特になし

特になし

自治会会員からの要望・意見に対しては、自治会役員等を通じて随時対応している。

特になし

②経費節減に対する取り組み

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

回 回

回 回

回 回

回 回

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

№120

　 真田地域自治センター  産業観光課

差引 0

1 1
1
菅平自治会に関する事務

984,450

8,600,000 8,600,000

8,600,000計

実施状況

専門業者に委託
専門業者に委託

職員が実施
専門業者に委託

5

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ管理・点検料

計画

300,000

役職等
菅平自治会事務員

修繕費

保険料

人件費

計

1回/年
2回/年2回/年

3回/週、随時
6回/年

施設清掃
電気保安点検

３回/週
6回/年
1回/年

実施日

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
154
234

指定管理者（R元年度）
備考

4,287,000

R元決算額

歳
入

700,000

日常的な館内の清掃
電気設備の点検

計

指定管理料

使用料

12,887,000

指定管理料

歳
出

805,000 1,143,997

1,923,477

250,961

533,734

260,500

974,1533,300,000

大ホール
国際会議室
ｲﾍﾞﾝﾄ準備室
和室

　 平成28年4月1日から令和3年3月31日

菅平区等分担金

項目 予算額
8,600,000

作業項目 作業内容 回数

地下タンク・配管の点検
有資格者による法定点検消防施設点検

地下タンク点検

菅平自治会

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

通信運搬費 750,000

光熱水費

11,123,661

241

H30決算額

設定目標値

1,800,000

5,642,000 6,036,839

使用料（収納委託）

上田市菅平高原国際リゾートセンター施設名称

指定管理者名

計

290,000

12,887,000 11,123,661

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

96.79%
5.26%

市

97.47%

　 ・菅平高原高原国際リゾートセンターの設備等の維持管理に関する業務

2,523,661

8,600,000 700,000

95

984,450

備考

249

項目

184.25%

1菅平自治会事務員(臨時)

8,600,000

料金制導入区分指定管理期間

利用区分等

収
入

127
158

差引 -7,900,000 -7,615,550

施設の清掃・管理業務

実績 職務内容等

0

消耗品外



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

〇第三者へ業務委託する場合は、書面により契約を取り交わすこと。

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

188,000 170,312

12,000 53,835差引

地域の診療所運営

20,312

150,000 150,000

予算額 決算額 備考
38,000

菅平ｸﾘﾆｯｸ運営事業

200,000

項目項目
自動販売機運営事業 200,000 224,147

計

0 0

各種公民館事業等

事業・イベント名
観光振興事業

開催日時
随時
随時

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

判　断　基　準

○

３日/週菅平ｸﾘﾆｯｸ運営事業

224,147 計

評価

随時

参加者数
ｲﾍﾞﾝﾄ・大会開催

内容

備考
収入

予算額 決算額

社会教育事業
自動販売機運営事業

支出

従業員の配置状況

評価項目

利用者の利便性の向上のため

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。

報告書等の提出

△

○

○



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

〇施設の管理運営経費を明確にすること。

(3)利用者サービス

(4)労務管理（※従業員がいない場合は評価対象外）

○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。 ○

従業員の労働条件(3)
労働関係諸法令等に基づき適正な労働条件が確保されている
か。 ○

法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。

従業員の労働条件(2)

○

○

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

支出の状況

収入の状況

評価項目

収入増への取り組み状況

判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

財政支援団体監査からの指摘を受け、以後は改善している。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

（労務管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

帳票類の保管等

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。

判　断　基　準

○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

評価

○

○

○

○

○

△

サービスの提供方法

公平性の確保等



(5)安全対策・危機管理

〇仕様書に基づき、賠償責任保険に市を追加すること。

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

△

評価

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

・降雪時には速やかな除雪作業により、観光客等が利用しやすい環境を整えました。
・冬期には、観光客の待合採暖のため、閉館時間を午後７時まで延長しています。
・ロビーにﾌﾘｰWi-Fiを設け、観光客が快適にインターネットを使っていただけるようにして
います。
・各トイレ、玄関には消毒液を設置し、ノロウィルス対策をしています。

・不要箇所の消灯及び暖房費の縮減に努めました。
・電球交換のタイミングで出来るだけＬＥＤ化しました。
・お客様が施設を利用した後は、暖房機、照明の電源確認を徹底しています。

・観光協会及び旅館組合の事務局と連携して施設の維持管理、運営に当りました。
・菅平自治会、観光協会、旅館組合及び長寿会による清掃ボランティアを実施しました。

・経年の劣化による支障箇所が増加しており、修繕費の支出が増加しています。

・施設利用状況（各会議室等）の利用管理表の管理・徹底を図っていきます。

②経費節減に対する取り組み



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

№121

計

0

0

差引 0

80,000

150,000 145,941

26,84380,000

50,000 10,800

0

歳
出

上下水道料

計画

30,000

役職等

火災保険料

予備費

電気料

計

モップ代等

58,721

18,674

27,600

1,738,704

維持修理費

定期解約3件

実施状況

自治会員

自治会員
自治会員

施設の清掃
施設内の点検
防災管理者等による点検消防防災点検 毎月

毎月
毎月

定期清掃
設備の点検等

12
12
12

作業項目 作業内容 回数 実施日

15

1,501,202

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
697

指定管理者（R元年度）
備考

1,600,000

R元決算額

歳
入

自治会費より充当

0

9

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

管理費 25,000

空調設備設置代の半額分

燃料費

5,511,921

前年度繰越金

0雑収入

H30決算額

設定目標値
利用人数

1,684,000

町原自治会

本原地区コミュニティセンター施設名称

指定管理者名

計

293,713

3,938,713 5,511,921

差引 0 0

実績 職務内容等

0

通信費

利用料金   平成28年4月1日から令和8年3月31日まで

・本原地区コミュニティセンターの施設、設備等の維持管理に関する業務
・地域住民の交流促進を図る集会施設としての活用

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

   真田地域自治センター　地域振興課

30,000 22,026

自治会費 600,000

補助金

項目 予算額
588,000

10月よりエアコン電気代追加

計

預金利子

利用区分等

収
入

1,738,704

912なし

市

76.43%

備考項目

3,938,713

備品費 3,200,000 3,369,600 空調設備設置代

定期預金 0 1,000,000

次年度繰越金 0 831,716



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考

0 計0

項目項目

計

事業・イベント名 開催日時

備考
収入

予算額 決算額
支出

参加者数 内容

報告書等の提出

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

従業員の配置状況



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

支出の状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

従業員の施設利用者への対応

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。

36協定 36協定が適正に締結されているか。

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。

労働時間

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

評価項目 判　断　基　準

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

評価



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

今年度と同じように行う。

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

0

0計

差引 -259,994

防火管理者資格所有

ボイラー経験あり

3,066,000

3,474,000 2,688,832

173,215244,000

全館の運営を統括

0

歳
出

計

実施状況

管理費

計画

清掃担当

役職等
統括責任者

人件費

計

4,200,873

1日1回以上
1日1回以上
1日1回以上

歳
入

0

毎日
9月、3月2

2 9月、3月

毎日
毎日

1,000

その他

館内定期清掃
入浴施設の設備等点検
防火管理者点検
法定点検
水質、ボイラー保守等

消防設備点検
消防設備点検

清掃業務
設備点検

雑入

6,709,000

利用料金 84,000

委託料

項目 予算額
93,850

6,794,000

作業項目 作業内容 回数 実施日

76

決算額

H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
20,552

指定管理者（R元年度）
備考

6,709,000

R元決算額

設定目標値
利用者数

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

その他 10,000

事務費

6,802,926

H30決算額

管理担当

0

公益財団法人　上田地域シルバー人材センター

上田市コミュニティセンター西内施設名称

指定管理者名

計 6,794,000 7,062,920

利用料金　 平成27年4月1日から令和2年3月31日まで

・センターの施設等の利用に関すること。
・センターの施設等の維持管理に関すること。
・自治会員の生活等に関わる活動（文化活動、行事の開催）に関すること。

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

差引 0

利用区分等

収
入

16,285

市

126.20%

備考

職務内容等

受付・清掃業務

利用者数は前年度比4,267人となっており、有料利用者数も前年度比165人と増加傾向にある。

№122

   丸子地域自治センター　地域振興課

項目

0

ボイラー業務

実績



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載
　休館日・開館時間等の変更、業務の再委託を市の承認を受けて管理業務を行った。

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

○
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

○

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

0 0

0 0差引

予算額 決算額 備考

0 計0

項目項目

計

事業・イベント名 開催日時 参加者数

判　断　基　準 評価

内容

備考
収入

予算額 決算額
支出

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

評価項目

○

従業員の配置状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

○

評価項目

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

○

判　断　基　準

○

○

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。 ○

○

○

○

○

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

各種保険

○

○

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

社会保険・労働保険に加入しているか。 ○

労働時間

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

公平性の確保等

労働時間の管理は適正か。

賃金 賃金の管理は適正か。

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。

　昨年度に引き続き、減免基準を作成し、市の承認を受けて減免した。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準 評価

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。 ○

36協定 36協定が適正に締結されているか。 ○

支出の状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の施設利用者への対応

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

利用者の安全対策の状況

評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

施設賠償責任保険の加入

施設管理上の秘密の保持等

○緊急・災害時への対応

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

評価

○

○

評価項目

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

◎

評価

地域への貢献等 地域福祉の増進に寄与しているか。

判　断　基　準

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

2階会議室については、修理不能となったストーブ２台（備品）の更新を行いました。

特になし（指定管理者期間終了のため）

特になし

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

③その他

　地域福祉への貢献や福利厚生の向上を目指し、特に利用者への接遇向上と衛生管理の徹底
に努めてまいりました。臨時休館の際は、随時施設への掲示や有線放送などを通じてその周
知を図ってきました。

　物品や浴槽の清掃用品等の購入については、最低限必要性のあるものを購入するなど経費
節減に努めてきました。

　ボイラー室の設備やポンプ機器については、日常の点検業務や管理を徹底するなどの取組
みを行ってきました。

　地元平井区住民の方々の利用が多いため、必要に応じて市や自治会長との連絡連携を図り
つつ施設の運営にあたっています。

　上田市コミュニティセンター西内は、昭和57年に建設され、入浴施設は平成2年に増築さ
れ、既に30年近く経過しています。特に、ボイラー室の設備や機器類も老朽化が進み、毎年
故障による臨時休館が続いていますが、日常的な点検管理等によって施設の適正な運営に努
めています。しかしながら、ボイラー室や浴室など抜本的な改修が、今後求められていくも
のと考えています。

　また、小修繕については日常の点検管理によって随時対応し、大規模な修繕に及ばないよ
う取り組んでいくことが大切であります。
　入浴施設の管理運営にあたっては、定期的な衛生管理と水質管理に努めながら、実施して
いくことが肝要です。

②経費節減に対する取り組み

　浴槽内に発生する黒い油の塊については、利用者からの苦情の原因となっています。配管
の洗浄や浴室の薬品洗浄を行っても根絶できず、発生原因（個所）がつかめず対応しきれて
いません。（業者の意見では源泉タンクに使用しているゴムなどの劣化による可能性がある
とのことですが、修繕には多額の工事費用が見込まれるとのことです。）昨年度、浴槽の温
泉噴出口にフィルターを付けて対応しました。今年度は浴槽内の発生しやすい場所に近づか
ないよう注意喚起の張り紙を掲示しました。

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

　65歳以上の上田市民がすべて免除となっていることから、高齢化の進行に伴い免除対象者
が多くなり、収入が減ってきています。利用料金が近隣共同浴場と比較して低廉であること
から免除対象者の範囲、料金の見直し等が必要と考えます

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価



１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

（施設所管課による評価）
団体利用者の増加により、前年度と比較して利用者実績が伸びている。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

管理担当（常勤） 1人 1人 経理・総務業務
受付担当（非常勤） 1人 1人 受付・窓口業務

統括責任者（常勤） 1人 1人 全館の運営を統括

3,070,180

差引 0 309,017 差引 -1,331,319 -2,233,987

計 4,355,000 計 2,183,000

支
出

4,185,191

役職等 計画 実績 職務内容等

工事費 820,800

人件費 1,533,000 1,549,200

歳
出

委託料 116,380

計 4,355,000 4,494,208 計 851,681 836,193

指定管理料 2,133,000 2,133,000

指定管理料 2,183,000 2,133,000

事務費 2,822,000 2,635,991

繰越金 210,963

共益費 689,000 717,209

R元決算額 備考

収
入

利用料 1,503,000 1,395,830

歳
入

使用料 851,681

項目 予算額 決算額 備考 項目 H30決算額
836,193

冷暖房等利用料 30,000 30,000

指定管理者（R元年度） 市

利用区分等 設定目標値 H30年度実績 R元年度実績 対前年比(%)
利用者 14,700 14,871 15,984 107.48%

有資格者による法定点検 年12回 月1回 専門業者に委託
自動ドア点検 専門業者による点検 年1回 2/21 専門業者に委託

1日1回以上 毎日 職員
定期清掃業務 専門業者による館内、足湯清掃 週2回 月・木曜日 清掃業者に委託
消防設備点検 防火管理者による点検 1日1回 毎日 職員（有資格者）

月1回 専門業者に委託
電気保安設備保守点検

指定管理者が
行う業務内容

・鹿教湯温泉交流センターの利用許可に関する業務
・鹿教湯温泉交流センターの施設、設備等の維持管理に関する業務
・観光や保養、療養、健康づくりのために鹿教湯温泉を訪れる人々と地域住民と
の
交流及び地域住民間の相互交流を促進し、地域の観光や特産品の情報発信を図る
業務

施設所管課

  令和元年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市鹿教湯温泉交流センター

指定管理者名 鹿教湯温泉観光協会

指定管理期間    平成28年4月1日から令和3年3月31日 料金制導入区分 利用料金

№123

　 丸子地域自治センター  産業観光課

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況
日常清掃業務 日常的な館内清掃

消防設備点検 有資格者による法定点検 年2回 11/20、3/30 専門業者に委託

雑収入 7,206

消防設備点検 防火対象物点検 年1回 3/30 専門業者に委託
エレベーター保守点検 専門業者による保守点検 年12回



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

環境への配慮
省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っている
か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

業務の再委託 第三者への業務委託は適正に行われているか。 ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

0

差引 0 0

計 0 0 計 0

決算額 備考
なし

項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額
収入 支出

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容
なし



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)従業員の労働条件（※従業員がいない場合は評価対象外）

年次有給休暇 年次有給休暇の運用・管理は適正か。 ○

安全衛生 安全衛生の管理体制は適正か。 ○

労働時間 労働時間の管理は適正か。 ○

賃金 賃金の管理は適正か。 ○

36協定 36協定が適正に締結されているか。 ○

各種保険 社会保険・労働保険に加入しているか。 ○

法定帳簿
法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備さ
れているか。 ○

就業規則 就業規則が適正に整備されているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

労働条件の明示 労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○

経理事務 管理費用の執行状況は適正か。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

（従業員の労働条件に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載



(5)安全対策・危機管理

 

７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

 

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

（安全対策・危機管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載



８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(１)令和元年度（平成31年4月1日～令和2年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題

一階ホールの西口（非常口）の扉より雨が吹き込みホール内に水たまりができてしまうの
で、出入り口にひさしを設置しました。
屋外イベント用の防水コンセントを交換しました。

不要な電気を消し、エアコンの温度調整に気配りし、経費節減に取り組んでいます。

新型コロナウイルス感染予防対策として職員はマスク着用し、出入口に消毒液を配置しまし
た。

活動室のカーペットのクリーニングを計画していますが、利用者の受け入れが出来ない期間
（東日本台風・新型コロナウイルス）があったため、利用料金収入が減少しており、実施で
きない状況です。

新型コロナウイルス収束後、通年利用されている地元団体の受け入れや、状況を確認しなが
ら県外の合宿の受け入れに力を入れたいと思います。

足湯の温度が低く利用者の方から苦情が寄せられています。
時々管内に溜まった汚れ（ヘドロのようなもの）が大量に出るので注意をして清掃していま
すが、苦情がございます。
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